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トキのニュースを聞きながら

中 JI I 宮山 aB 

6月l臼．出勤途上の携帯ラジオで．残念なニュースを聞いた。今年も佐渡のトキ保護セン

タ にいるベアのトキが． 1ケの卵も金むことなしに繁殖期を終ってしまった．という報道で

あるご 3月以来，オスのミドリとメスのキンの聞の関係は．今までになく良好で．積極的な巣

造りも行われ，交尾もかなり本格的に行われていることを潤いていただけに，どうしようもな

く無念であった二

僅か1分ほどの簡単なニュ スであったけれど，それは 消え繁い余韻となって一日中私の

耳の中て鳴りつづけていたこの発表をしなければならない保護センター主任の近辻さんの無

念の表情が．私には．手にとるように分っていたからである三

私は． トキ増殖設衡検討会の座長として，つい昨年の暮れまで．近辻さんたちと一緒に，こ

のプロジヱグトにとり組んで来た。 1975年11月からほぼ10年にわたる長い草月である。その間，

野生のトキたちの繁殖を推進するために行った数々の事業r そして，野生での繁殖をあきらめ，

全羽を捕獲して人工飼育下での繁殖を図るために行った血の出るような努力，怠は．センター

の人々のこれらの仕事を身に泌みて実感して来たご

それは，浮ついた口さきだけの自然保護請者や．結果だけを見て云々する人々には，到底理

解し得ないほどのぎりぎりの仕事であったc 正直言って， トキという種恵を残すために．この

仕事を成功させることは必要であったが．それよりも．このセンターの人々の努力にむくいる

ために．何とか成功させたい，という思いがいつも私の中にはあったように思うご

それだけに．座長の践を退いてからも，一白としてトキの経過を気にしない日はなかったの

であるニ今．怠の胸中を去来するのは， これだけの努力が， どうして実を結ばないのか， とい

う，ぶつけようのない切なさであるε そして，近辻さんたちの努力を思うにつけ． どうしても

心にひっかかっているのは． これほどの重要なプロジェタトが，こうした人々の自己犠牲的な

努力に．その多くを依存しているという現実であると なぜ．この人々をバヲダアップする強

力な研究機関．実施機関が我国にはないのかという疑問であるc

従来から，野生鳥獣の保護増績を専門に行う国立の機関の必要性は．機会あるごとに述べら

れて来たけれど，いまだに，その実現の見通しは暗い， というご

このたびの発表をききっつ．怠は．あらためてその推進を心からねがわずにはいられないの

である一一心
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調査・研究のための助成金獲得法

福 田 道雄

調査研究を進めるに当って．欠かせないもののなかで．才能と努力は自分で解決するもの左

して．金と時間の確保が重要な問題となる。時間については．やはり各自がそれぞれの立場で

工夫するしかない＝そして最後に残された金．即ち資金について今回特集を組んでみた。

現在．鳥が関係した調査研究にさまざまな形で助成金（賞を含む）の公募があるこまず．そ

れらを以下に列記する（①助成対象．＠助威内容，⑥応募締切月）。

【応募に制限がなレもの】

朝日学術奨励金（干104 東京都中央区築

地5 3 2 朝日新聞東京本社企画部内

「朝日学術奨励金J係）①惣創的な研究で研

究費に恵まれない研究者の個入またはグルー

プ，②数件に総額1.00 0万円．③2月

鹿島学術援興財団研究助成（〒107 東京

都港区赤疲6 5 -13 財団法人鹿島学術握

興財団）①都市・居住環境の整備および国土

資源の有効利用等に関する学術研究を行う個

人またはグループ，②1件300～1.00 0万

円，③12月

科学研究費補助金奨励研究B （干100

東京都千代田区霞ヶ関3-2-2 文部省学

術国際局研究助成謀｝①科学研究の助成・奨

励．②l件30万円まで，③3月

三菱財団自然科学研究助成（干100 東京

都千代田区丸の内 2 5-2 財団法人三菱

財団｝①自然科学の基礎分野における重要か

っ強創的な研究に従事しているグル プ，

② 1件2,000万円以内， 1年を原則とし，継

続は毎年選考，③5月

日本生命財団研究助成（干542 大阪市南

区南船場4-2 -4 日本生命御堂筋ピル

日本生命財団研究助成部〉①人間活動と環境

保全との調和に関する研究，②助変総額

8,000万円程度， 10月から 1年間. @5月

日産学術研究助成（干104 東京都中央区

銀座6 17 2 財団法人日産科学振興財団）

① 1 -3年を要する環境などの分野の基礎お

よび応用研究を行おうとする個人かグループ，
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② l件 30 0 3.0 0 0万円．③11月

東レ科学技術研究助或（〒 103 東京都中

央区日本橋室町2-2 財団法人東レ科学振

興会）①研究成果が科学技術の進歩．発展に

貢献するところが大きいと考えられる研究．

②1件 1.00 0万円程度，＠ 11月

トヨタ財団研究コンクーJI, （干160 東京

都新宿区西新宿2 1 1 三井ビル37F 

トヨタ財団研究コンク ル係〉①「身近な環

境をみつめようJのテーマに合う調査研究グ

ループ，②研究奨励賞10数件に対して2年間

の研究活動のための奨励金（金賞500万円

銀賞200万円），⑥1月

トヨタ財団研究助成〈同上研究助成係）

①「新しい人聞社会の探求」を基本テーマと

し，現代社会が抱える諸問題の発見と解決お

よび将来の人間性豊かな社会構築を目指した

研究，②総額2億 2.00 0万円. 11月から 1

2年時③5月

WW F保護事業助.6x（〒 106 東京都港区

麻布台 2 4 5 39森ビル 6F 世界野生

生物基金日本委員会｝①野生生物の保護に関

する調査研究および野生生物の基礎的・学術

的調査研究に関するもの， R10数～20件に

総額2,00 0万円程度，数年間の継続も可，

⑥ 11月

秩父宮記念学術賞（〒 102 東京都千代田

区麹町5 3 -1 日本学術振興会総本部庶

務課）①「山」に関する学術上顕著な業績

②賞状．賞金5万円，副賞10万円（朝日新聞

社） . @10月



【応募資格に制限があるもの】

女性のためのエフソ研究奨励（〒107 東

京都港区赤坂5 3 3 TB  S会館 エフ

ソ石油広報部研究助成係）①女性が主宰する

研究グル プによる自然科学等の研究， R10

-15件に 30 100万円，③2月

猿橋賞（干166 東京都杉並区高円寺北4

-29-2 -217 女性科学者に明るい未来を

の会）①自然科学の分野で顕著な業績を収め

た女性科学者．＠表彰，副賞30万円，③ 11

月

下中科学研究助成（〒102 東京都千代回

区三番町5 三番町Kピル平凡社内下中

記念財団事務局）①小・中・高の教師〈教育

センタ ・養護学校等を含む）の教育のため

の個人または共同研究②1件 15万円で30

件．③12月
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【調査研究の地域に制限があるもの】

沖縄研究奨励賞（〒 100 東京都千代田区

震が関3-6 -15 グローリアビル 財団法人

沖縄協会〉①沖縄を対象とした自然科学等の

研究者またはグループ，②賞状，記念品，副

賞50万円③9月

大阪科学賞（〒550 大阪市西区靭本町1

8 4 大阪科学設術センター）①理学，

生物学，農学等における科学・技術の発展に

寄与した研究で．大医を中心とした地媛で行

われたもの，＠表彰，副賞50万円，奨励金

250万円，③6月

東急環境浄化財団研究助成〈干150 東京

都渋谷区渋谷 1-16-14 東急環境浄化財団）

①多摩川およびその流域の環境浄化に関する

研究，＠総額約5,000万円，学術研究と一般

研究は別個に選考，③1月

これらは最近の数年間に，科学雑誌生物学系学会誌，新関などで公募されたものの一部で

ある。応募される場合は必ず内容を連絡先に確認して欲しいコなお，大学や研究所の関係者の

みを対象としたものは，今回のリストから除いた。筆者の知る限りでは，鳥をテーマとして助

或金を獲得した例は．大学関係者の科学研究費（文部省）以外では非常に少ない。それだけに

大いに応募して，この分野を開拓して欲しいこ

手軽に応募できるという点からは，個人で少額(100万円以下）のものが都合いいとみられ

るごしかしそのようなタイプのものは，少ないのが現状である。すでにテーマを持っている

場合は，助成を獲得するのに説得力のあるアプローチを工夫することが大切だと考えられる。

一方，助成金によって何かの調査研究をやってみたいならば．いかに魅力的なテーマを見つけ

出すかということが重要である。

特定地域内でのテー 7 であれば，地元新聞社や関係企業からも，あるテーマに限って助成が

あったことがある。また異変（たとえば鳥の大量死や鳥による作物の被害など）と関係して，

県や市などから経費が出たこともある。さらに何かの記念事業や新規事業と関係して助成があ

る場合もある。いずれの場合にしても積極的に担当者に訴えることであり，また関心を持たす

ことができるだけの資料を備えておく必要がある。助成金をもらうと，さまざまな制約ができ

て鎌だという人もいるc しかし筆者の体験では，助成を受けまとめあげねばならないため，

かえってその期間それなりに集中した調査ができたということもあった。

最近，劫成財団資料センター設立が検討されている。その趣意書によれば，このセンターは

「助成型財団等に関する資料・文献等の図書館としての性格Jや「助成する側と助成を求める

測の情報交流の場としての性格Jなどを持つとされている。これらが実現されたならば，今後

は助成がもっと身近かなものとなると思われる。なお，助成は調査研究費以外に会議・研究会
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の開催や出菅の経費．研修の経費，出版や資料作成の経費についてもなされている。

最後に鳥をテ マとして，助成を受けて調査研究した例を紹介してもらった。

〈助成倒〉

日本自転車蚕興会助成 杉義文夫

この娠輿会は． 「私たちの自然jや「野鳥J

誌の出版助成をするところとして知っておら

れる方も少くないかと思うが．ことの研究助

或は．一「文教その他の公益の増進」の項の

「公害防止及び自然環境の保護に関する調査

研究及び啓蒙普及」と明示されている。

毛主たちは， 「ドバト害防除に関する基礎的

研究」 （代表山渚芳麿）で，単年ごとに 3ヶ

年続けて申請し 3ヶ年で約800万円（昭和

51 5 3年度｝の助成を受けることができた。

申請に当っては，①民法第34条の規定に基づ

く法人であること，＠補助率が50~であるこ

と，など問題もあるが．研究企画が助成目的

に合致し研究資金が足りないが大規模に実

施する必要性があるならば．ある法人が核と

なり，申請できれば理想であるc 当時，公益

一課の担当者は，年間の助成金額が500万円

を越えることを強調していたっしかし研究

費としてそれだけ準備できず，減額した記憶

がある。

報告は，会計報告と事業報告があり，所定

の用紙にそれぞれ記入し，経理さえきちっと

整理されておれば．基本的に問題がないと思

われる＝怠たちは， 3年目に印刷費もっき．

100頁震の報告書を共同研究をした日本配合

飼料区中村文夫氏，東京農工大学久米宗男氏

平塚博物館浜口哲一氏ーらと共に出版した。

WWF保護事業助成 福田道雄

世界野生生物基金日本委員会（WWFJ) 

は日本国内での保護事業として，毎年各種の

団体やグル プにー助成を行っている。烏が関

係したプロジェクトでは．他の助成団体から

鼓きん出て多くの助成がなされてきている。

今まで助成を受けた調査研究はトキ，ヤンバ

ルクイナ， Fンチョウ， ツル額， ／グチゲラ．

ハクチョウ額，ガン類， クマタカ，イヌワシ．

オジロワシ，オオワシ， シマフクロウ，猛禽

額． カンムリウミスズメ， ミズナギドリ額．

伊豆諸島の鳥類．南西諸島の鳥窓，帰化鳥類，

標識調査などに関したもので，非常に多方面

にわたっている。この助成の選考に当つては．

対象の現状の把握と保護に力点があることは

いうまでもない。何年間か継続できる場合も

あるようだが，単年度の助成額は 100万円以

下のものが多いご

1981年度（4月一3月｝「カワウの生態研究

ーコロニーの比較調査」で80万円（露経費約

100万円）の助成を受けた。調査は上野動物

亙職員3名のグループで行い，青森．東京．

愛知を中心に全国8か所を調査地としたごこ

のため調査費用のほとんどは交通費であったご

11月に助成申請書を提出し翌年2月に交付

決定があり， 2月末に助成金が送金されてき

た。調査終了後の報告書のほかに， 12月末ま

でに中間報告と英文の調査概要を提出した。

報告書とともに収支決算書を出すが，支出に

ついては．実際の調査で必要となれば，かな

り自由な運用品：認められていたご

トヨタ．財団＿r身近な環境をみつめよう」
研究コンクール 壱沢孝一

従来の研究助成と異るいくつかの特徴があ

げられる。まず，環境を広義に解し，自然・

文化・社会（歴史｝などあらゆる分野を対象

にしている。応募課題も子供の教育の場とし

ての移転跡地利用，老人の生きがいの問題．

生物と環境問題など多様だ。同じ土俵上の研

究でないので，評価も単なる学問的成果では

測れない。学者の研究とは視点の異るもの，

地域社会との関係を重視した内容が要求され

ている。また，応募チームはコンタ ルによ

って選考され内さらに次の段階の研究助成が
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得られる仕組みになっている。研究奨励候補

20件，各50万円助成．半年後に12件の研究奨

励賞各400～ 500万円助成， 2年の研究成果

により 1～2件の研究奨励特別賞に彼られ，

500～ 1,000万円及び賞金100万円が授与され

る。 2年半以上の長期にわたる研究を持続さ

せるための研究体制，民主的な組織運営．研

究の発展性なども重要である。地域社会に生

特集・助成金獲得法一一一一

活する市民が研究に参加し問題意識を高め，

さらに長期にわたり市民運動として研究の鎗

が広がることが要求されている。研究のフィ

ールドに審査員が直接インタビューに来たり，

報告書，会計報告もきちんと提出せねばなら

ない。 2年に一度募集があり，第4回コンク

ールは，本年10月15日より公募される予定

である。

dl叫謀略
市15cuss1uu 

ニュース16号の二つの記事に反論する
森閏 弘 之

長初に取り上げるのは，浦野栄一郎氏の「大会プログラムの事前送付をJである。確かに．

大会プログラムと講演要旨は一時会員全員に送っていたが，現在は大会参加者にだけ配布して

いる。その理由は，大会に参加しない人も含めて全員にプログラムを事前配布することに金を

使うより，講演要旨を「鳥jに印刷する方がよいと判断したのである。したがって，会員の多

くが講演要旨の印刷より会員全員に対するプログラムの事前配布を望むのなら，もとの状態に

戻してもよい。また，会費の値上げも承知のうえで，両方とも望むのなら，それも可能であるc

しかし一定の資金の枠内で何かやろうとするのであれば， どうするのが効果的かを考えるの

は当然であろう。

ところが，浦野氏の発想は，生態学会や動物行動学会がやっているのに何故烏学会はやって

いないのかというきわめて皮相的で単純なものである。プログラムを会員全員に事前配布す

れば大会参加者は多少準えるとしても，はたして投資に見合うほど増えるだろうか。私の見る

際仏大会の参加者の大部分は常連の方で，個々のプログラムより参加に意義を認めているの

であり，大会参加者は年々増えている。それにプログラムも講演要旨も作っていないわけでは

なく，大会参加者には配布しているので，もし必要ならばプログラムだけ申し込むのも一案で

ある。しかし，他の学会のことはともかく，プログラムを全員に配布することが，浦野氏が主

張するほど必要なこととは患われないしそのことだけで大会参加者が大幅に増えることもな

いと思う。

次に取り上げるのは，三重大会のシンボジァムの資料として行われた大会世話人によるアン

ケート調査である。特に質問5）の「巌近10年間の露論文教（解答者全員の合計）を見ると，

f烏J(2 0篇｝に対し他り学会誌・報告書（194篇）への設橋治：多いことがわかった」とい

う部分である。はたしてこれが実状を反映しているであろうか。確かに「鳥」に対する投稿は

多くない。しかし 「鳥」以外に園内で鳥学の論文を出版してくれる雑誌は，山階鳥研続生

態学会誌，生理生態動雑動物学業報， J.Ethologvその他があるが，山理鳥研報はさて

おき，他の雑誌のどれを見ても，鳥学の論文が活発に出ているとはとうてい思えない。

確かに．アンケ トの結果としてはニュースに書村lk.とおりであったであろうし大会世話人

会がアンケートの結果を操作する意図があったとも思えないが．アンケートはやり方によって

結果がどうにでもなることはしばしば経験するところ芯要するに，このアンケ トの結果比

論文ならざるものも論文と数え， タイプ印刷の報告書も学会誌の論文も一緒くたにした結果で

あろう。アンケートは公正かつ客観的と考えられがちだが．質問次第でまったく反対の結論に

なることもある。このアンケ トの結果は「鳥Jの編集にあたっている私としては，誤解され

やすく，はなはだ迷惑なものであった。

に
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Information 

i新刊書ニュース｜
続・ ICB Pの専門書

I C B Pから専門書シリーズが新たに出版

された（本誌 16号7頁参則。

Consen・ation of Toropical Forest Birds. 

A. W. Diamonds & T.E.Lovejoy (eds）ー 324

pp. (ICBP Technical Publication '.¥o.4) 

18.珂ポンド（送料込み）（＝約5,200円〉。

これは ICB  Pの第18回世界会議の時に催

されたシンポジウムの記録。 21論文を収録

し世界各地の熱帯雨林に生息する鳥類の現

状と保護のための課題を論じています。

上記の本左前号で紹介した本について，学

会でまとめて注文しますのでハガキで下記へ

申し込んで下さい（代金後払い）。

（〒274）船橋市三山2 2 1 東邦大学

理学部生物学教室 長谷川博宛

xx 日本烏学会の刊行物出版計画について xx

鳥学会は，鳥学の発展および鳥額保護への学術的貢献をB的として，会誌のほかにも数多く

の学術刊行物を出版してきた。現在．鳥学会によって編集準備・検討がすすめられているもの

について紹介したい。

1. 「鳥学用語集」
日本動物学会など他の多くの学会で，学術用語集が編集さ札近々，出版される。鳥学会は

独自の学術用語群をかかえているが，他の学問分野とのかかわりも深〈． とくに近年その傾向

が強まっている。こうした状況に対応する鳥学用語集が学会内外から望まれていた。本会は

1986年末出版を目途にして編集にとりかかるc この用語集を土台にして．将来， 「，鳥学事典J

を編集・出版する計画である。

2 「日本鳥類目録，第6版J
1974年に出版された「日本鳥類巨録，改訂第5版Jは残部僅少となり近いうちに入手個撃に

なると思われる（希望者は早急に本会事務局に申込む。代金8.000円は郵便猿替で本会の口座へ

送金を）。 第5版出版以後，研究が進展し新知見も蓄積されてきた。そのため，増補再版する

よりは第6販を編集するほうがよいと判断，編集委員会がつくられ今編集方針の検討がはじめ

られたご

3. 会誌「鳥」の総索引

「鳥」の昔の号にどのような論文・記事がのっているのか知りたいと思う人が，それらの号

を持っていない比較的若い世代の会員のなかにいるだろう。そうした希望にそうように，会誌

第l号から100号を区切りとして，索引（著者索引ほか）の編集がすすめられてきたこしかし

会誌名が「烏」から「日本鳥学会誌」へと変更される方向なので（評議員会では議決），誌名

変更が決定された段階で，その号までをまとめて索引づくりをする方針に修正されたコ出版方

法は未定c

Meeting 

鳥学会例会 1984年10月27日出 上野

動物冨ホール

【講演】鳥類研究におけるマイコンの利用：

マイコンを使って鳥の声を分析する（高良真

一氏〉，鳥の渡り活動を記録するシステム

（中村司氏）

6 

高良さんは，ガンの声を分析しておられる。

いわゆる声絞を措かせる機械として， ソナグ

ラムがあるが，誰でも手軽に使える代物では

なb、。そこで，テープレコ ダにとったガン

の声を， 「アナグロからデジタルに変換し

そのデジタル・デ タの組をフ リエ変換し

てj，マイコンに声紋を描かせた。ガンの声

は，単純な倍音で構成されているので，鳴管



だけで発声しているらしいご声の波長と宅管

の長さの関係などから，発声法を予測できる

かも知れないG デジタル・デ タの強みで，

未録音の「声」を，既存のデ タから合成す

ることも計画中とか±はっきりしていて雑音

のない，使える声の録音が一番むずかしい，

とのことだったご

中村さんは，長年，ホオジロ科の鳥の渡り

衝動の発現機構を研究されておられる。その

長い研究史の中で．少しずつ便利な機械を導

入されてきて，今は， 2台の 7 イコンを使っ

て．データの記録と処理を行なわせている様

子を語られたこマイコンの利用もさることな

がら，研究の発展にともなって工夫を重ねる

様方：，中村研究史そのものを映し出して．一

同の興味をそそったこ研究の進展と道具の開

発が，二人三曹の関係にあることを，改めて

思ったー

短報3題： l＼筑波・農研センター・笹岡茂

氏．音声分析装置（スベタトラム・アナライ

ザー）を， 2）東大・隻．石田健氏，野外で使

えるハンドヘルドコンビュータの紹介． 3）山

港鳥研・茂田良光氏，福詞でキタヤナギムシ

タイ？発見の報告士

鳥学会例会 1985年1月12日出東京

大学農学部

【講演】’84大会講演会から：イソシギの社会

ーディスプレイをめぐって（中村登流氏），ネズ

ーをくうフタロウ類〈西村欣也氏，上原京氏）

シギ・チドリ類のつがい関係は，実に多様

である上に，条件によって変化するらしいc

中村さんは，近縁種のマダライソシギがー妻

多夫であることに注目して，イソシギに取り

組まれた。つがい関係を探究するとっかかり

として，イソシギの派手なディスプレイには

雄同士，雌同士の他，様々のシチュエーショ

ンがあり．経験豊かな中村さんにしても，ま

た官会中模索中とのこと。一つの行動の意味に．

何かの時ハァと気づくことがある，と，カワ

ガラスのまぽたきを例に話された。

西村さんと上原さんは，飼育下のフクロウ

類に関する研究の結果を中心にして話された。

大きな野外ケージの実験で，フクロウヵ：，、タ

ネズミをアカネズミよりもよく捕食すること。

体の大きなフクロウの方が， トラフズクより

基礎代謝量が少なかったこと。また， トラフ

ズタのベリフト分析の結果などであった。初

めに，フクロウ類全体の解説があり，一般参

加者も楽しめたことだろうご （石田 健）

《原稿募集》 BIRD N・E・W・S，情報コーナー， Discussionへの投稿をお待しています。

2時詰で，次号締切りは9月末日です。

I~基；＇..＇~正；j)

~1}f垂直：＇：＇HI

ご雪長豆 二食丙巨 ＠長鼻E ＠奇語呂＋管重巨＋ハイランクス

呂＋；毎牛自 ＠漫跨EI ＠哩跨EII 7 f里跨自由 。コウノト ＇｝

§＋フラミンゴ豆＠ガンカモ目 立キジ邑＋ツル豆 ・＝支宅j

全10巻： 監修〔鳥類〕＝黒田長久 fj森岡弘之 挿図＝蛮内正幸

ガンカモ目
2200円
85事！Iιo貞

コウノトリ目
フラミンコ目 2900円

B 5判1661[

・サケビド ＇｝i科2星3種、ガンカモ科3歪科 E ・サギ科15曝62種、シュモクドリ科1：茎 l唾
43竃147；重の全種を筆談 目 コウノト ＇）科6茎17種、ハンピロコウ科 l

・クロエリサケビドリの飼育 コブハクチョ E 墨｜種、トキ科13蓮28種、フラミンゴ科3
ウの童書苔 カソガネの繁殖 力ナダガンの E 妻5壇の全種を健説一
宣言育 ツクシガモの繁種 マガモの繁殖等 E ・各科；ごとに貴重な賃育記録を建孟

発行＝財団法人東京宣物主協会干110東京都台東区上野公室9・83上野動物重内 発売＝どうぶつ社
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例会のお知らせ

1985年9月28日i士1午後2時間演～ 4時ごろまで
講演：日本の化石鳥類 小野慶一氏（届立科学博物館）

日本から産出する現生鳥額化石の概要と．現在はみられない骨歯鳥類など日本産鳥

類ft石の話題についての講演していただきます。〈短報は当日も受付けます＞

会場：東京大学農学部2号館（教室番号は当日入口に表示します）

やむをえず会場・講演内容などに変更が生じた場合， 9月25～28日の間テレフォ y

fーピスしています。→（電話番号） 04 84・62・7141

庫医書藍霊広告掲載と名簿使用のご注意産量藍

ご覧のように本号から広告を載せることになりました。以前から企画はあったのて寸が，の

びのびになっていたものですc 掲載の趣旨は読者に良い情報を伝えるためと本誌増ベ ジの

ための収入を得るためです二ご了承〈ださいさ

ところで最近，あきらかに本会の名簿を無断使用したと思われる書籍のダイレクトメ ルが

ありました。名簿はあくまで研究用に作っているもので，商業使用の場合は事務局へ申し込ん

で所定の使用料を払っていただいておりますー よろしくお願いします。

〈「現代の鳥類学J第2属IJ/> 前号（No.16）の訂正

一注文は学会事務局へー

日本鳥学会創立10周年記念の出版「現代の

鳥類学J （森岡・中村・極口遍．朝倉書店発

行｝は好評のうちに 2刷自に入りました。学

会を通してご購入いただけれJま．わずかです

が学会の台所を濁すことになります。

価格 3、800円（送料不要）

〈事務局への連絡にご注意ください〉

• p. 1 層際鳥学会議についての記事で，関

係資料申込みあて先にタイプ・ミスが

ありました。下記が正しいあて先ですこ

Dr. Henri Ouellet Secretarv Ge 

neral, XIX Congressus lnterna-

t ionalis Orni thologi四 s,'.¥ational

Museum of Natural Sciences,Ot 

tawa, Ontario KL¥ 0'.¥18 Canada 

森岡氏が7～9月の間，海外へ出張します ・p.4 パネ秤の入手先のうち. B.T.Oで
ので事務的な処理が遅れると思われます＝悪 は5g～ 20kgまで扱っているとのこ

しからずご了承ください。 ー とです。

’ e・・~e・＆?""""'8-a唱...，者宅動£。『、，e電子

ニユース編集部 干112東京都文京区大塚540 10 B本大学豊山高校川内博奄
き... 乏き唱易e:き唱易＂＇モ :,:irr,..::?o.;;訴さマ，e守電魯ミーr

編 集後記

8ベージはあまりにも少ない／ 編集子の顧いは通り，広告掲載で収入を得る条件のもとで

・10ベ ジになることになりました。しかし本号は今までの超過ベ ジ分の相殺のため減ベージ。

謝礼なしで玉稿をいただいている執筆者に感謝いたします。 υII内〉
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